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特集：  COVID-19 以後におけるフィールドワークの（不）可能性
　―“されどわれらが日々 ”のフィールドワーク

巻頭言
　　………………………………………… 遠　藤　英　樹（  1  ）
風に吹かれて
　―中動態としてのフィールドワークによる「新しい実在論」
　　………………………………………… 遠　藤　英　樹（  9  ）
〈居合う〉構えからはじまる
　―フィールドワークの受動性・偶発性・拡張性をめぐる小論―
　　 ………………………………………… 石　野　隆　美（ 37 ）
フィールドワーカーの人類学
　―歩くことをめぐって―
　　………………………………………… 橋　本　和　也（ 63 ）
＜追想＞あるマレーシア研究者のフィールド経験
　―ジオグラファー×フォトグラファーの「語り」―
　　 ………………………………………… 藤　巻　正　己（ 91 ）
観光とフィールドワークのパフォーマンス
　―  Covid-19 における移動危機から見えてくる観光研究と
フィールドワークの同型性についての試論―
………………………………………… 須　藤　　　廣（113）

フィールドワーク的観光の可能性
　―親密性をめぐる一試論―
　　………………………………………… 山　本　理　佳（135）
COVID19 の影響によるフィールドワークの再定位とオンライン調査の可能性
　―「現場の不在」に伴う Zoom調査の事例から―
　　 ………………………………………… 渡　部　瑞　希（155）
観光研究におけるネットノグラフィー調査の可能性
　　 ………………………………………… 薬師寺　浩　之（181）
ボランティアツーリズムのオンライン化は誰を資するのか：
　コロナ禍における海外ボランティアから問う「フィールド」の含意
　　 間　中　　　光
　　………………………………………… 藤　山　一　郎（215）
YouTube 動画による「旅の体験」の共有
コンテンツ／プラットフォームとしてのその役割
　　 ………………………………………… 松　本　健太郎（241）

―・―・―・―・―・―

論文

EUが目指すAI 社会のための規制法
　　………………………………………… 北　　　和　樹（271）
天体の利用を巡る専有禁止の原則の制度化
　　………………………………………… 山　口　達　也（307）




